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⃝16人の議員が一般質問を行いました　�  P.6〜10
市政について問う！市政について問う！

ピックアップ議会ピックアップ議会
⃝愛鷹地区センターの建築工事に係る契約議案を可決
　令和８年度中の供用開始に向けて整備を進めます！　�  P.4

令和６年度の決算を審査令和６年度の決算を審査
⃝一般会計・特別会計・企業会計の決算を認定しました　�  P.2〜3
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定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和６年度の決算を審査　一般会計・特別会計・企業会計

第 10 回（９月）定例会を、9月 12 日から 10
月 16日までの 35日間にわたり開催しました。

この定例会では、令和 6年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定等
39件と議員提出議案 2件を審議し、議決しました。
　ここでは、令和６年度の一般会計、特別会計及び企業会計の審査、
歳入・歳出決算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険事業におけ
る特定健康診査の受診率向上
のための取組は。
ＡＩを活用し、対象者の

特性に応じた勧奨通知を送付
したほか、飲食店等の割引券
の提供などサポーター企業と
連携した取組を実施した。ま
た、特定健診専用のウェブサ
イトを開設したことで、現在
地付近で受診可能な医療機関
を検索し、同サイトから電話
による受診申込みが可能にな
るなど利便性向上に努めた。
�
令和５年度と比較した介

護保険サービスの利用状況は。
居宅サービスの利用者数

は月平均 6,644 人で 122 人
の増、地域密着型サービスの
利用者数は月平均 1,493 人
で 20人の減、施設サービス

問

答

問

答

の利用者数は月平均 1,390
人で８人の減となった。
�
病院事業会計決算の特徴

と評価は。
経営面では、コロナ禍以

降の受診控えに加え、人口減
少や少子高齢化に伴う疾病構
造の変化などにより患者数が
減少したほか、新型コロナウ
イルス感染症の５類移行に伴
う補助金の終了や、人件費・
物価高騰などによる事業費用
の増加により、医業損益が増
え、病院経営を支援するため
に一般会計からの繰入金が増
加するなど、経営環境の厳し
さを示す内容であった。一方
で、病院外心停止患者のうち、
複数人が心拍再開や社会復帰
を果たすなど、救急医療の最
後の砦として、市民の安全・

問

答

安心を支える役割や高度専門
医療により地域の医療を下支
えする役割を果たしているも
のと認識している。
�
水道料金と下水道使用料

の改定による収入の状況は。
水道料金の改定を令和６

年７月と令和７年１月の２回
で、段階的に行ったことによ
り、令和５年度と比較し、約
３億 4,000 万円の増となっ
た。また、下水道使用料の改
定を令和６年７月に行ったこ
とにより、令和５年度と比較
し、約２億 2,200 万円の増
となった。
�
下水道事業会計決算の評

価と経営に対する認識は。
下水道使用料の改定や水

洗化率の向上などにより、約

問

答

問

答

決算を認定!
会　　　　計 歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額

国民健康保険事業 193 億 6,340 万円 191 億 1,615 万円 2 億 4,725 万円

土地取得事業 1 億 2,927 万円 1 億 2,927 万円 0 円

介護保険事業 186 億 3,717 万円 182 億 1,348 万円 4 億 2,370 万円

後期高齢者医療事業 34 億 5,508 万円 34 億 4,350 万円 1,158 万円

会　　　　計 収　　　　入 支　　　　出 差　引　額

病院事業
収益的収支 113 億 8,453 万円 116 億　 792 万円 △ 2 億 2,339 万円

資本的収支 8 億 7,469 万円 12 億 1,245 万円 △ 3 億 3,776 万円

水道事業
収益的収支 32 億 3,892 万円 27 億 5,682 万円 4 億 8,211 万円

資本的収支 10 億 6,815 万円 27 億 7,732 万円 △ 17 億　 918 万円

下水道事業
収益的収支 54 億 4,365 万円 49 億 5,683 万円 4 億 8,681 万円

資本的収支 24 億 2,895 万円   44 億 7,313 万円 △ 20 億 4,418 万円

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算

◆収益的収支：事業活動に伴って生じる収入と支出　 ◆資本的収支：建物や機器などの資産の購入・売却による収入と支出
◆�一般会計から病院事業会計へ29億9,038万1,889円、水道事業会計へ1,117万4,000円、下水道事業会計へ22億2,601万3,000円を繰
り入れています。なお、企業会計決算額は、消費税及び地方消費税を含みます。

３億 6,800 万円の純利益を
計上し、経費回収率は約 7.2
ポイント増の約 74.1％とな
った。しかしながら、本市は
地理的要因などから下水道の
普及整備に時間と費用を要す
ることに加え、資材や労務単
価などの物価等が上昇する一
方で、施設整備の財源である
国庫補助の内示率は低調であ
り、一般会計からも繰入れを
受けている状況である。下水
道は重要な社会インフラであ
ることから、今後も着実な下
水道の普及を図るとともに、
自然災害や大規模事故に備え
た適切な施設の維持管理と長
寿命化・耐震化等を進める必
要があるため、経営改善に向
けた取組を研究しながら、清
潔で快適な住環境の保全に取
り組む。
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927億3,657万円
歳出総額

965億2,047万円
歳入総額

歳　入 歳　出

公債費 
 6.9％

その他
12.7％

扶助費
 25.0％

 物件費
14.8％

63.4％

52.9％ 17.0％
47.1％
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国・県      
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

令和５年度と比較した市
税の収入状況は。
主な税目別では、法人市

民税において、景気の緩やか
な回復基調が続いていること
により２億 6,067 万 9,288
円の増となった一方、個人市
民税において、定額減税の実
施などの影響により、５億
3,322 万 6,381 円の減、固
定資産税において、評価替え
に伴う地価下落の反映と在来
家屋の評価額の減により、
7,656 万 6,281 円の減とな
った。市税全体の収入として
は、３億 6,517 万 9,853 円
の 減 で 341 億 1,313 万
7,665 円となった。なお、
定額減税による減収分は、そ
の全額が地方特例交付金によ
り補填されていることから、
これを考慮した実質的な市税

問

答

収入としては約４億 3,000
万円の増となったものと認識
している。
�
ふるさと納税の寄附目的

別の傾向は。
本市のふるさと納税では、

７つの寄附目的を設けており、
目的別の寄附額の上位は、
「子どもの支援、子育て支援、
教育の充実」が約 18億円、
「市長にお任せ」が約 15 億
1,000 万円、「フェンシング
等のスポーツを活かしたまち
づくり、歴史・文化・芸術の
振興」が約３億 2,000 万円
となっており、寄附額全体の
約８割を占めている。
�
こども家庭センターの開

設による効果は。
こども家庭センターを保

問

答

問

答

健センター内に開設すること
で、母子保健と児童福祉に携
わる職員の連携がより密とな
ったことに加え、新たに統括
支援員を配置することで、多
様化・複雑化する相談への包
括的な対応が可能となった。
�
ゼロカーボンシティ

NUMAZU2050 推進事業に
おける重点対策加速化事業の
取組は。
事業所向け太陽光発電設

備装置に対する補助を４件、
エネルギー収支ゼロの住宅新
築に対する補助を１件実施し
た。これにより、試算値で年
間約 276 トンの二酸化炭素
排出量の削減につながった。
�
スマート農業導入支援事

業補助の実績は。

問

答

問

ＪＡふじ伊豆の農業用ド
ローン導入に対する補助のほ
か、農産物の鮮度保持装置な
ど農作業の省力化や農産物の
高品質化に資する機器の購入
に対する補助として、10 人
の農業者に対し、総額 104
万 3,000 円の補助を行った。
�
公共交通運行維持事業の

取組は。
高齢者を含めた市民の生

活に必要な路線バスの維持確
保を目的に、バス事業者等に
対する運行経費の補助対象を
３路線から８路線に増やすと
ともに、市が運行主体となり、
路線バスやデマンド型乗合タ
クシーを戸田地区や西浦地区
で運行したほか、片浜駅にバ
スの出発情報を表示するデジ
タルサイネージを設置した。

答

問

答

一般会計・特別会計・企業会計の
一
般
会
計
決
算

◆２～３ページの表は、１万円未満を四捨五入してあるため、差引額及び比較増減額が一致しない場合があります。

歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額
令和６年度決算額 965 億 2,047 万円 927 億 3,657 万円 37 億 8,390 万円
令和５年度決算額 902 億 8,042 万円 873 億　　91 万円 29 億 7,951 万円
比 較 増 減 額 62 億 4,005 万円 54 億 3,566 万円
増　　減　　率 6.9％ 6.2％

令和６年度の決算を審査

3 ＊ぬまづ市議会だより  № 250



愛
鷹
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
築
工
事
に
係
る
契
約
議
案
を
可
決

令
和
８
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
を
進
め
ま
す
！

ピックアップピックアップ
議会議会

建設費やランニングコストを削減するた
めの取組は。
市民窓口事務所、地区センター、消防団
詰所等を集約することで、既存施設と比
較し、総延床面積を約 16％削減した。
また、エネルギーコスト削減のため、断
熱性の高い外壁材やガラス・屋根材等を
採用し、省エネルギー性能を高めた施設
としている。

問

答

工事期間中における駐車場確保と施設完
成後の駐車場台数は。
工事中は、駐車場の一部が使用できない
ため、施設南側の市有地に臨時駐車場を
確保する。また、施設
完成後の駐車場台数は、
67台を予定している。

問

答

総務経済委員会での主な質疑

　昭和 54年度に建築され、供用開始から 46年が経過した施設を建て替えます。

●建築位置　既存施設の北側
●構　　造　鉄骨造２階建
●各階の内容
◦１　階　ピロティ、エントランスホール、
　　　　　管理事務所、市民窓口事務所、
　　　　　図書コーナー、和室、小会議室、
　　　　　消防団詰所、消防団車庫
◦２　階　大会議室、多目的室、調理実習室

●スケジュール

愛鷹地区センター　建築主体工事

施設の概要等

▲南側から見た完成予想図

◦本館１階
　　　　ピロティ、エントランスホール、管理事務所、市民窓口事務所、大会議室

●既存施設の内容

令和７年度

建築工事着手

令和９年度
既存施設解体工事

外構工事

令和８年度
竣工・供用開始

既存施設解体工事着手

　既存施設（本館）を使用しながら新施設を建築し
ます。新施設の完成後は、本館を解体するとともに、
本館跡地を駐車場として整備する予定です。
　また、本館の北側にあった旧館には、ホールや調
理室があり、長年地域の皆様に親しまれてきました
が、既に解体が完了し、更地になっています。 ▲南側から見た本館

▲本館北側の旧館跡地▲本館北西側の消防団詰所

　　　２階
　　　　図書コーナー、講座室、
　　　　和室、特別室、調理実習室
◦消防団詰所
◦機械室
◦屋外トイレ

既存施設はどうなるの？
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議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第76号
令和７年度沼津市一般会計補正
予算（第５回）

■�１億 2,273 万 4,000 円を追加し、予算総額は 961 億 9,462 万 4,000 円
となります
追加するものは、財政調整基金積立金１億 1,525 万 4,000 円、社会保障・税
番号制度システム整備事業費 509万円が主なもので、財源としては、それぞ
れの特定財源のほか、一般財源として特別会計繰入金などをもって充てるもの
です。このほか、繰越明許費として中心市街地まちづくり戦略事業及び中学校
施設整備推進事業を翌年度に繰り越すほか、債務負担行為として土地評価シス
テム導入業務委託費を追加するものです。

可決

契　
約

議第81号
工事請負契約の締結（愛鷹地区
センター建築主体工事）

■愛鷹地区センターの建築主体工事を行います
制限付き一般競争入札により５億 9,400 万円で株式会社佐藤建設　代表取締役　
佐藤宗德と工事請負契約を締結するものです。工事の内容としては、東原地内
において、地区センター建築工事を行うもので、完成期限は令和８年９月 26
日です。

可決

議第 82号
工事請負契約の締結（東駿河湾
広域都市計画事業岡宮北土地区
画整理事業（都）沼津南一色線
（３工区）道路築造工事）

■�東駿河湾広域都市計画事業岡宮北土地区画整理事業（都）沼津南一色線（３工
区）の道路築造工事を行います
制限付き一般競争入札により３億 6,113 万円で日建建設株式会社　代表取締役　
鈴木洋智と工事請負契約を締結するものです。工事の内容としては、岡宮地内
において、道路築造工事を行うもので、完成期限は令和９年３月 10日です。

可決

人　
事

認第９号
教育委員会委員任命の同意 令和７年 10月 25日をもって任期満了となる佐

さ

藤
と う

清
き よ

子
こ

氏を再任するものです。同意

認第 10号
公平委員会委員選任の同意

令和 7年 10月 25日をもって任期満了となる土
つ ち

屋
や

賢
け ん

太
た

郎
ろ う

氏の後任として、原
は ら

田
だ

健
け ん

一
い ち

氏を選任するものです。 同意

認第 11号、12号
人権擁護委員推薦の同意

令和７年 12月 31日をもって任期満了となる葊
ひ ろ

瀨
せ

文
ふ み

子
こ

氏を再度推薦するもの
です。また、令和７年 12月 31日をもって任期満了となる長

な が

島
し ま

和
か ず

久
ひ さ

氏の後任
として、石

い し

川
か わ

康
こ う

玄
げ ん

氏を推薦するものです。
同意

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

⑼ ⑹ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑴

決　
算

認第 13 号 令和６年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × × ○

認第 14 号 令和６年度沼津市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認第 15 号 令和６年度沼津市土地取得事業特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × × ○

認第 17 号 令和６年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

契
約 議第79号 工事請負契約の一部変更（沼津市新中間処理施

設敷地造成工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ×－ ○

主な議案一覧

〇：賛成　×：反対　－：退席　（　）内は所属議員数会派別　賛否が分かれた議案一覧

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索

※10月 16日現在
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市 政 に つ い て

問 う ！

一
般
質
問

第
十
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
、
十
六
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目 掲載頁

村木　　豊 沼津市こども議会の開催／災害時の学校と地域の連携 6
堤　　飛鳥 災害発生時の情報伝達／特定空家等となる前の対策 ６
大草　　満 学校図書館への新聞配備／市立図書館と学校図書館等との連携 ７
深田　　昇 障がい者歯科／部活の地域展開／商業施設への投票所設置 ７
渡部一二実 QommonsAI 導入／グリーンインフラ拡大 ７
髙橋　達也 沼津の選挙について ７
加藤　明子 アートのまち沼津／これからの駅北エリア／受動喫煙防止策 ８
小澤　　隆 学校跡施設の活用／台湾高雄市との交流 ８
久保田吉光 興国寺城跡の整備基本計画と便益施設について ８
佐野　博一 高齢者福祉における 2025年問題への対応 ８
小泉　宣子 若者の結婚支援／帯状疱疹ワクチン予防接種 ９
片岡　章一 自治体DXの推進／市民参加型健康増進の取組／公園の取組 ９

川口　　慶 道路等インフラ維持管理／新しい地域交通導入 ９
髙橋　秀子 熱中症から命を守るための支援について ９

山下富美子 夜間救急医療センター使途不明金問題／門池公園ため池の安全対策 10

平野　　謙 多文化共生の取組について 10

※議員名の下のＱＲを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像を視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P10の用語解説を御覧ください。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら

こ
ど
も
施
策
へ
の
意
見
反
映
の
場
と

し
て
、
沼
津
市
こ
ど
も
議
会
を
開
催
す
る

考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
子
ど
も
が
意
見
を

表
明
す
る
機
会
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
状

況
に
置
か
れ
た
子
ど
も
や
若
者
が
安
心
し

て
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
配

慮
や
工
夫
の
上
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な

手
法
を
子
ど
も
や
若
者
が
求
め
て
い
る
の

か
、
機
会
を
捉
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
や
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
委
員
等
の
意
見
の
ほ
か
、
他
市
町

問答

の
実
施
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、
子
ど
も
や

若
者
の
意
見
表
明
の
手
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

大
規
模
災
害
の
発
災
に
備
え
た
、
学

校
と
地
域
の
連
携
の
取
組
は
。

教
育
次
長
／
本
市
で
は
、
中
学
校
区

ご
と
に
、
学
校
・
地
域
・
保
護
者
・
行
政

で
構
成
す
る
防
災
教
育
会
議
を
設
置
し
、

教
職
員
が
地
域
の
人
と
共
に
避
難
所
の
運

営
に
携
わ
れ
る
よ
う
情
報
共
有
な
ど
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
会
議
等
で
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
共
有
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
に
お
け

る
共
助
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問答

沼津市こども議会を開催する考えは

村
木
　
　
豊

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
同
報
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
個
人
宅

に
設
置
す
る
考
え
は
。

危
機
管
理
監
／
現
在
、
本
市
で
は
地

区
セ
ン
タ
ー
や
学
校
等
の
公
共
施
設
の
ほ

か
、
自
治
会
館
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
戸

別
受
信
機
を
設
置
し
て
い
る
。
戸
別
受
信

機
で
同
報
無
線
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に

は
、
業
者
に
よ
る
エ
リ
ア
設
定
や
Ｉ
Ｄ
付

与
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
設
定
が
必
要
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
業
者
は
、
自
治
体
の
事

業
に
限
定
し
て
戸
別
受
信
機
の
製
造
や
設

置
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市

民
の
様
々
な
要
望
が
あ
る
中
で
、
本
市
と

問答

し
て
も
、
戸
別
受
信
機
を
個
人
宅
で
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
後
協
議
を
進
め
て
い
く
。

特
定
空
家
等
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
市
で
は
空
き
家

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
建
築
・

法
律
等
の
専
門
家
に
つ
な
げ
る
体
制
を
整

備
し
て
い
る
ほ
か
、
県
と
共
同
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

問
合
せ
に
対
し
て
は
、
空
き
家
の
除
却
に

係
る
補
助
制
度
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
管
理
不
全
な
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
等
に
対
し
適

正
な
管
理
を
促
す
文
書
を
送
付
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

問答

※1

同報無線の戸別受信機を
個人宅に設置する考えは

堤
　
　
飛
鳥
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市
長
や
議
員
の
学
歴
の
経
歴
詐
称
防

止
に
向
け
、
卒
業
証
明
書
等
の
提
出
を
義

務
化
す
る
な
ど
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
国
に
対
す
る
制
度
改
正
の
要

望
や
条
例
制
定
を
含
め
た
本
市
独
自
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理

者
／
選
挙
へ
の
立
候
補
届
の
記
載
事
項
は

公
職
選
挙
法
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
学
歴
の
項
目
は
な
い
。
本
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
書
類
で
学
歴

を
記
載
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
選
挙

公
報
の
原
稿
で
あ
る
が
、
地
方
議
会
議
員

及
び
市
長
村
長
選
挙
の
公
報
発
行
に
お
い

問答

て
は
、
法
に
準
じ
て
条
例
を
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
法

に
準
じ
て
、
候
補
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原

稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
法
に
は
万
一
虚
偽
記
載
し
た

場
合
の
罰
則
規
定
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
記

載
内
容
に
つ
い
て
は
候
補
者
に
委
ね
ら
れ
、

そ
の
責
任
は
本
人
が
負
う
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
て

制
度
改
正
を
求
め
て
い
く
こ
と
や
、
本
市

独
自
の
対
応
と
し
て
候
補
者
に
卒
業
証
明

書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
は
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
国
等
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

選挙における学歴の経歴詐称を
防止するための取組は

髙
橋
　
達
也

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
お
け

る
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
制
度
の
構
築
と
財

源
確
保
に
対
す
る
認
識
は
。

教
育
長
／
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴

う
移
動
や
費
用
面
で
の
新
た
な
負
担
に
つ

い
て
は
、
令
和
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
実
証
事
業
に
お
い
て
把
握
・
検
証
を
進

め
て
き
た
。
困
窮
世
帯
に
対
す
る
支
援
制

度
の
構
築
に
向
け
て
は
、
国
が
受
益
者
負

担
額
の
目
安
を
示
す
方
針
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
先
進
地

の
取
組
事
例
等
を
参
考
に
、
制
度
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
財
源
確
保

に
関
し
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

問答

つ
つ
、
沼
津
市
教
育
基
本
構
想
に
掲
げ
る

「
地
域
総
が
か
り
で
取
り
組
む
教
育
」
の

観
点
か
ら
、
地
元
企
業
や
団
体
等
か
ら
の

支
援
を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
す
る
。
本
年
七
月
に
実
施
し
た
、

沼
津
商
工
会
議
所
の
会
員
企
業
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
、
沼
津
市
部

活
動
改
革
検
討
協
議
会
で
の
意
見
・
助
言

等
を
踏
ま
え
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

含
む
本
市
独
自
の
支
援
制
度
と
財
源
確
保

の
方
向
性
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
組

を
進
め
、
全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
ヌ

マ
カ
ツ
に
参
加
で
き
る
体
制
の
確
立
を
目

指
し
て
い
く
。

※2

中学校部活動の地域展開における
困窮世帯への支援に対する認識は

深
田
　
　
昇

自
治
体
業
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
行
政

特
化
型
の
生
成
Ａ
Ｉ
で
あ
る
Ｑ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ

ｎ
ｓ
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
よ
る
、
生
産
性
向
上

と
執
務
環
境
改
善
の
可
能
性
に
対
す
る
認

識
は
。政

策
推
進
部
長
／
Ｑ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ

Ａ
Ｉ
は
多
数
の
自
治
体
の
行
政
文
書
や
議

会
議
事
録
、
日
本
の
現
行
法
令
を
学
習
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
事
録
や
法
令
の
横

断
的
な
検
索
・
要
約
が
可
能
と
な
り
、
調

査
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
業
務
効
率
化
が
期
待
で
き
る
。
市

民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
が
多
様
化
す
る
中
、

問答

限
ら
れ
た
職
員
数
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
職
員
の
働
き
や

す
さ
を
実
現
し
、
業
務
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
不
要
な
文

書
の
処
分
や
既
存
文
書
の
共
有
化
・
電
子

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
定
の
部
署

に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
Ｑ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
Ａ

Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
は
、
さ
ら
な
る
業
務
の
効
率
化
や
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
執
務
環
境
の
改

善
を
進
め
る
上
で
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

※3

Q
コ モ ン ズ
ommonsAI 導入による
業務効率化の可能性は

渡
部
　
一
二
実

読
書
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
、
①
学

校
図
書
館
に
お
け
る
新
聞
の
活
用
状
況
は
。

②
市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
・
地
区
セ

ン
タ
ー
図
書
室
の
連
携
は
。

教
育
次
長
／
①
学
校
図
書
館
に
お
け

る
新
聞
配
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
学

校
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
配
備
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
新
聞
を
配
備
し
て
い
な
い
学

校
も
含
め
た
全
て
の
学
校
で
、
授
業
に
お

い
て
、
一
人
一
台
端
末
な
ど
の
情
報
機
器

を
活
用
し
、
新
聞
記
事
を
テ
ー
マ
に
し
た

討
論
や
興
味
の
あ
る
新
聞
記
事
か
ら
自
分

の
考
え
を
発
表
す
る
な
ど
、
各
教
科
に
お

い
て
新
聞
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
行
っ
て

問答

い
る
。
今
後
も
、
学
校
図
書
館
に
お
け
る

新
聞
を
含
め
た
蔵
書
に
つ
い
て
、
児
童
生

徒
の
学
習
環
境
の
充
実
の
た
め
、
必
要
と

な
る
図
書
の
選
定
や
情
報
収
集
に
最
適
な

図
書
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
②
現
在
、

市
立
図
書
館
で
は
、
学
校
図
書
館
を
通
じ

て
、
授
業
等
で
使
用
す
る
参
考
図
書
の
貸

出
し
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
図
書
館
支
援

員
が
参
加
す
る
研
修
会
で
の
情
報
共
有
や

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
が
市
立
図
書
館
の
図
書

を
予
約
し
、
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
借

り
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

読書文化の振興に向けた取組は

大
草
　
　
満

市政について問う！ 一 質般 問
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興
国
寺
城
跡
の
整
備
に
つ
い
て
、
①

整
備
基
本
計
画
の
策
定
状
況
は
。
②
来
場

者
の
ト
イ
レ
等
の
便
益
施
設
及
び
史
跡
の

価
値
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
①
現
在
、
有
識
者
や
文

化
庁
、
静
岡
県
、
地
元
自
治
会
に
よ
り
組

織
さ
れ
る
興
国
寺
城
跡
整
備
調
査
委
員
会

等
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
計
画
の
原
案

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
興
国

寺
城
跡
は
多
く
の
人
の
興
味
関
心
を
集
め

て
い
る
史
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
外

の
人
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。
②
文
化
財
保
護
法
等
に
よ
り
、
便

問答

益
施
設
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
原
則
、
史

跡
外
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

興
国
寺
城
跡
は
広
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

史
跡
内
へ
の
例
外
的
な
設
置
が
認
め
ら
れ

る
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
等
と
協
議
し
て
い
く
。

興国寺城跡の便益施設及び　
ガイダンス施設設置の考えは

久
保
田
　
吉
光

▲興国寺城跡の俯瞰写真（上）と
　 発掘調査時の本丸三日月堀（下）

台
湾
高
雄
市
と
の
観
光
交
流
促
進
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て
、
①
協
定
内
容
の

実
践
に
関
す
る
考
え
は
。
②
市
民
へ
の
情

報
発
信
の
取
組
は
。

市
長
／
①
協
定
に
明
記
さ
れ
た
相
互

交
流
の
拡
大
と
友
好
関
係
の
強
化
に
向
け
、

沼
津
夏
ま
つ
り
に
お
い
て
、
台
湾
関
係
者

を
招
待
す
る
中
、
台
湾
企
画
展
を
開
催
し
、

本
市
と
の
つ
な
が
り
や
台
湾
の
伝
統
文
化
、

食
等
を
市
民
へ
広
く
紹
介
し
た
。
ま
た
、

高
雄
市
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
五
日
台
高

雄
フ
ル
ー
ツ
祭
に
招
待
さ
れ
、
本
市
の
観

光
情
報
の
ほ
か
、
西
浦
み
か
ん
寿
太
郎
を

は
じ
め
と
す
る
本
市
の
フ
ル
ー
ツ
を
Ｐ
Ｒ

問答

す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
今
後
も
様
々

な
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
機
会
を
捉
え
高
雄
市
と

連
携
・
協
力
し
て
交
流
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
観
光
の
み
な
ら
ず
、
物
産
等
の

産
業
全
般
へ
の
交
流
の
発
展
・
拡
大
に
努

め
て
い
く
。
②
こ
れ
ま
で
企
画
展
の
開
催

や
市
内
観
光
事
業
者
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
の
周
知
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
は
、
広
く
伝
え
き
れ
て
い
な
い
高
雄
市

の
奥
深
い
魅
力
に
つ
い
て
、
本
市
の
取
組

等
と
併
せ
て
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
に
お
い
て
パ

ネ
ル
展
示
を
行
う
な
ど
、
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

台湾高雄市との観光交流促進に　
関する協定の実践に関する考えは

小
澤
　
　
隆

芸
術
・
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
戦
略
的
に
「
ア
ー
ト
の
ま
ち
沼

津
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長
／
芸
術
・
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
は
、
観
光
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
の
観
点

か
ら
、
本
市
の
市
勢
発
展
に
寄
与
す
る
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
燦
々
ぬ
ま
づ

大
使
で
あ
る
磯
村
勇
斗
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
「
し
ず
お
か
映
画
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
若
い
力
に
よ
り
映
画
文
化
が
発
信
さ

れ
た
。
ま
た
、
八
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
旧
イ
シ
バ
シ
プ

問答

ラ
ザ
跡
地
の
壁
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て

て
ア
ー
ト
を
描
く
「
カ
ベ
ヌ
マ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
ア
ー
ト
と
ま
ち
づ
く
り
の
マ

ッ
チ
ン
グ
の
好
事
例
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
市
民
や
企
業
・
団
体
主
体
の
様
々

な
活
動
の
展
開
に
よ
る
、
芸
術
・
文
化
に

対
す
る
機
運
の
高
ま
り
は
、
本
市
の
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
契
機
と
も
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
芸
術
・
文
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
観
光
や

福
祉
、
健
康
等
の
他
分
野
へ
の
波
及
効
果

を
十
分
に
踏
ま
え
、
幅
広
い
視
点
で
検
討

し
て
い
く
。

※4

「アートのまち沼津」の　 　　　
戦略的ブランド化に対する考えは

加
藤
　
明
子

市政について問う！ 一 質般 問

認
知
症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
の
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
認
知
症
カ
フ
ェ
登

録
制
度
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
、

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
動
な
ど
に
加
え
、

令
和
六
年
度
か
ら
は
、
認
知
症
リ
ス
ク
が

高
い
と
さ
れ
る
難
聴
高
齢
者
に
対
し
て
、

補
聴
器
の
購
入
費
を
助
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
支
援
制
度
の
積
極
的
な
活
用
が
認
知

症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支

援
制
度
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
認
知

症
安
心
ガ
イ
ド
の
作
成
・
周
知
、
認
知
症

介
護
の
体
験
者
に
よ
る
講
演
会
を
行
っ
て

問答※5

い
る
。
今
後
も
認
知
症
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
維
持
・

強
化
し
て
い
く
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
機
関
等
は
、
支
援
を

重
ね
る
こ
と
で
、
関
係
者
同
士
の
連
携
が

深
ま
り
、
対
応
力
が
向
上
す
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
支
援
状
況
を
注
視
し
、
助
言
や

指
導
を
行
う
中
で
、
本
シ
ス
テ
ム
の
維

持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問答

認知症のある人とその家族に対する
支援の取組は

佐
野
　
博
一
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熱
中
症
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
支
援

策
に
つ
い
て
、
①
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

エ
ア
コ
ン
の
設
置
・
修
理
費
及
び
電
気
代

の
支
援
の
取
組
は
。
②
エ
ア
コ
ン
未
設
置

の
生
活
保
護
世
帯
の
実
態
把
握
と
設
置
に

向
け
た
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
市
独
自
の
エ
ア

コ
ン
設
置
費
用
等
の
支
援
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
生
活
困
窮
者
等
か
ら
購
入
や
修
理

の
相
談
を
受
け
た
際
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の

利
用
を
案
内
し
て
い
る
。
電
気
代
に
つ
い

て
は
、
国
の
電
気
・
ガ
ス
料
金
負
担
軽
減

支
援
事
業
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
今

問答

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、

必
要
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
②
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
生
活
保

護
世
帯
数
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、

日
頃
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
各
世

帯
の
状
況
や
購
入
意
向
を
確
認
し
、
購
入

に
向
け
た
家
計
管
理
を
指
導
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
国
の
通
知
に
基
づ
き
、

購
入
費
用
を
支
給
し
て
い
る
。
本
件
に
つ

い
て
は
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、
全
て

の
生
活
保
護
世
帯
を
支
給
対
象
と
す
る
な

ど
、
支
援
の
拡
充
を
国
に
提
言
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

熱中症から生活困窮者等の命を
守るための支援策は

髙
橋
　
秀
子

健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
市
民
参
加

型
の
取
組
で
あ
る
「
ぬ
ま
づ
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
」
に
つ
い
て
、
①
取
組
状
況
と
評
価

に
対
す
る
認
識
は
。
②
今
後
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
考
え
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
所
定
の
ポ
イ
ン

ト
に
達
し
た
人
に
「
ふ
じ
の
く
に
健
康
い

き
い
き
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
て
お
り
、
過

去
三
年
間
の
交
付
者
数
は
、
毎
年
八
百
人

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は
、

健
康
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
主
体
的

な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
動
機
づ
け
の

一
助
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
一

問答

方
で
、
カ
ー
ド
の
交
付
数
は
伸
び
悩
ん
で

お
り
、
参
加
者
を
増
や
す
工
夫
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
②
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
の
連
携
な

ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
参
加
実
績
の
低
い
若
年
層
の
取
組
拡

大
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
導
入
や
運
用

に
係
る
経
費
な
ど
を
含
め
、
費
用
対
効
果

を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
他
市
町
の
事
例
を
調
査
研
究
し
、
本
市

に
適
し
た
手
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

ま
ず
は
利
便
性
向
上
の
一
つ
と
し
て
、
ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ト
の
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出

を
可
能
と
す
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

ぬまづ健康マイレージの取組状況と
評価に対する認識は

片
岡
　
章
一

本
市
に
お
け
る
道
路
等
の
維
持
管
理

の
状
況
は
。

建
設
部
長
／
本
市
で
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
道
路
や
橋
梁
等
が

経
年
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幹
線
道
路

や
橋
梁
等
を
対
象
に
予
防
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
舗

装
維
持
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
路
面
の
凹

凸
や
ひ
び
割
れ
の
程
度
、
交
通
量
、
周
辺

環
境
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
緊

急
性
の
高
い
路
線
を
優
先
的
に
選
定
し
、

効
率
的
な
補
修
の
実
施
と
費
用
の
平
準
化

を
図
り
、
大
規
模
な
更
新
を
未
然
に
防
い

で
い
る
。
ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
橋

問答

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
定
期

的
な
点
検
・
診
断
を
行
い
、
施
設
が
機
能

を
喪
失
す
る
前
に
補
修
を
行
う
こ
と
で
長

寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
他
一
般
道

路
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

自
治
会
か
ら
の
要
望
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
シ

ス
テ
ム
等
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
早
急
に

補
修
・
清
掃
を
実
施
す
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
道
路
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

近
年
は
補
修
件
数
が
増
加
し
、
建
設
コ
ス

ト
も
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
予
防
保
全
に

よ
る
効
率
的
な
補
修
の
実
施
と
費
用
の
平

準
化
を
図
る
な
ど
計
画
的
な
維
持
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

本市における道路等の
維持管理状況は

川
口
　
　
慶

若
者
の
結
婚
を
地
域
で
応
援
す
る
機

運
や
結
婚
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
を
醸
成
す
る
た
め
の
取
組
は
。

市
長
／
若
者
が
結
婚
に
対
し
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
め
に
、
地

域
で
結
婚
を
応
援
す
る
機
運
を
醸
成
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
内
の
賛
同
企
業
と
連
携
し

た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

国
・
県
の
施
策
の
動
向
や
他
自
治
体
に
お

け
る
先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
を
進

め
る
な
ど
、
若
者
が
結
婚
に
対
し
て
前
向

き
な
見
通
し
を
持
て
る
よ
う
、
多
様
な
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

五
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
任
意
予
防
接
種
費
用
の
一
部

助
成
を
継
続
す
る
考
え
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
本
市
で
は
、
帯
状

疱
疹
の
罹
患
率
が
増
加
す
る
五
十
歳
以
上

を
対
象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
五
十
歳

か
ら
六
十
四
歳
ま
で
は
、
就
労
や
家
庭
を

支
え
る
中
核
的
な
世
代
で
あ
り
、
帯
状
疱

疹
や
そ
の
合
併
症
が
日
常
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
本
助
成

は
早
期
接
種
の
一
助
と
な
る
こ
と
か
ら
、

他
市
町
の
状
況
等
を
参
考
に
助
成
の
継
続

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

若者の結婚を地域で応援する機運を
醸成するための取組は

小
泉
　
宣
子

市政について問う！ 一 質般 問
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多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、

①
在
住
外
国
人
に
対
す
る
支
援
拡
充
の
取

組
は
。
②
外
国
人
の
受
入
れ
に
対
す
る
認

識
と
今
後
の
取
組
は
。

政
策
推
進
部
長
／
①
在
住
外
国
人
の

支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
令
和
六

年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
確
実
に
届
け

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
外
国
人
が
転
入
手
続
を
行
う

際
に
、
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
る
た
め

の
生
活
情
報
に
つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
を
掲
載
し

た
チ
ラ
シ
の
配
付
を
開
始
し
た
。
今
後
も

在
住
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

問答

支
援
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

市
長
／
②
在
住
外
国
人
を
含
む
全
て
の
人

が
、
地
域
を
担
う
住
人
と
し
て
、
国
籍
や

文
化
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
在
住
外
国
人
に
向

け
て
行
っ
て
い
る
外
国
人
相
談
窓
口
及
び

日
本
語
教
室
の
運
営
等
の
継
続
的
な
取
組

に
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
全
市
民
に

周
知
を
図
る
ほ
か
、
外
国
人
と
の
共
生
に

対
す
る
日
本
人
住
民
の
不
安
や
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

い
く
。

多文化共生社会の実現に向けた
取組は

平
野
　
　
謙

市政について問う！ 一 質般 問

用 解語 説

　旧イシバシプラザ跡地を囲む防音壁をキャンバスに
見立て、「まちを明るく照らしたい」という思いを込
め描かれた大規模絵画のこと。

※４　カベヌマ（P.8）

　組織全体にオフィス改革を展開する前に、特定の部
門や課単位で試験的に新しい働き方を導入する取組の
こと。

※３　パイロットオフィス（P.7）

　認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面
の支援として、市町村がコーディネーターを配置し、
地域において把握した認知症の人の悩みや家族の身近
な生活支援ニーズ等と認知症サポーターを中心とした
支援者をつなぐ仕組みのこと。
　沼津市では、現在 11チームが活動している。

※５　チームオレンジ（P.8）

　空き家の売却または賃貸を希望する所有者等が当該
空き家に関する情報の登録を行い、その情報を公開す
るとともに、空き家の利用を希望する者に対しその詳
細情報を提供する制度のこと。

※１　空き家バンク制度（P.6）

沼
津
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
約
二
億
六
千
万
円
の
使
途
不
明
金

が
発
生
し
た
が
、
こ
の
問
題
の
真
の
被
害

者
は
誰
か
。

市
民
福
祉
部
長
／
同
セ
ン
タ
ー
は
、

三
市
三
町
が
公
金
を
投
入
し
て
運
営
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
使
途
不
明
金
は
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
の
住
民
の
財
産
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
使
途
不
明
金
に
つ

い
て
、
刑
事
告
訴
及
び
民
事
手
続
の
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
三
市
三
町
で
対

応
を
協
議
し
て
い
く
。

門
池
公
園
の
た
め
池
に
お
け
る
さ
ら

な
る
安
全
対
策
と
し
て
、
構
造
を
知
ら
せ

問答問

る
看
板
設
置
や
、
危
険
箇
所
が
視
認
で
き

る
程
度
ま
で
水
位
を
下
げ
る
検
討
は
。

産
業
振
興
部
長
／
地
元
自
治
会
か
ら

の
要
望
を
重
く
受
け
止
め
、
水
難
事
故
を

防
ぐ
注
意
喚
起
と
危
険
性
を
告
知
す
る
具

体
的
な
方
法
を
地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
水
位
を
下
げ
る
こ

答

沼津夜間救急医療センターにおける
使途不明金問題の真の被害者は

山
下
　
富
美
子

▲水難事故後、緊急措置として
設置された看板　　　　　

と
に
つ
い
て
は
、
農
業

用
水
と
し
て
の
利
用
や

多
く
の
市
民
に
親
水
公

園
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

水
利
組
合
や
地
元
自
治

会
等
と
協
議
し
て
い
く
。

　これまで学校の教員が指導等を担っていた中学校部
活動を、学校以外の地域や民間クラブが主体となって
運営するクラブ活動へと移行するもので、本市ではこ
れを「ヌマカツ」と呼ぶ。
　本年９月に、サッカー・陸上競技の２種目において
休日の部活動を終了して「ヌマカツ」
がスタートしており、今後、
他種目についても段階的に
移行される。

※２　ヌマカツ（P.7）
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この意見書は、令和７年 10月 16日に全会一致で可決された
後、国会及び関係行政庁へ送付しました。
※意見書とは、市だけの努力では解決できない公共の利益に関する
問題について、市議会の意思をまとめて国や県に要望するものです。

意 見 書

　静岡県において、「森の力再生事業」は、森林の公益的機能の回復と災害に強い地域づくりを目指し、
「森林（もり）づくり県民税」を財源に平成 18年度より 20年間にわたり実施されました。
　この間、事業は着実に進捗し、県内の荒廃森林の再生、災害防止、地域経済の活性化、環境保全など
多面的な効果をもたらしました。一方、国の「森林環境税」による事業は、自治体ごとの施策展開を促
し、その使途は地域課題の解決が主体とされており、それぞれの事業が両輪となり機能することで持続
可能な森林づくりが前進します。
　県内には、いまだ整備の必要な森林が多数存在し、また気候変動による豪雨災害の頻発など、森林の
公益的機能への期待は高まる一方です。これらの課題に持続的に対応するためにも、本事業の継続的な
実施は不可欠です。
　つきましては、引き続きこれら森林整備・再生を推進し、森林の公益的機能を発揮させるため、県主
体の広域的な森林整備である「森の力再生事業」を、県民・市町・林業関係者等と協働し、次期事業計
画を策定し、令和８年度以降も継続実施されるよう要望します。

「森の力再生事業」の継続を求める意見書

　公益社団法人全国自治体病院協議会が会員病院を対象に実施した令和６年度決算状況調査によると、
経常損失を生じた病院の割合は約 86％、医業損失を生じた病院の割合は約 95％であることが示された。
　また、各種メディアを通じ、大学病院や自治体病院等の大幅赤字による経営悪化が報道されている。
その背景には、コロナ禍後、入院患者数の回復が見込めないことに加え、近年の物価や人件費の高騰が
影響している。
　沼津市立病院においても、令和６年２月に策定した沼津市立病院経営強化プランに基づき経営強化の
取組を進めているものの、令和６年度の経常損失は約５億円、医業損失は約 17億円となるなど、厳し
い状況が続いている。
　さらに、診療報酬は公定価格であることから病院が独自に費用を上乗せすることもできないなど、一
自治体が病院経営を支えていくことが極めて困難な状況に置かれている。
　公立病院は地域住民の命を守る社会インフラであり、持続可能な地域医療を確保するには、病院経営
の安定化に向けた支援が不可欠である。
　よって、沼津市議会は、国に対し、公立病院の経営安定化に向け、以下の対策を速やかに実施するよ
う強く要望する。

記

１　「持続可能な地域医療の確保」に向けた新たな補助金制度の創設を直ちに実施されたい。
２�　診療報酬改定について、急激な物価及び人件費の高騰を踏まえ、持続可能な地域医療の確保のため
に、入院基本料等の見直しを行うなど、令和７年度において抜本的な対策を講じられたい。
３�　医療に係る消費税について、診療報酬の原則非課税制度の仕組みを見直し、軽減税率による課税取
引に改めるなど、控除対象外消費税問題を抜本的に解決されたい。

沼津市立病院の経営安定化に向けた財政支援及び
物価・賃金上昇に対応できる診療報酬改定の即時実施を求める意見書
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検
索

わたしたちの

ゆめ
たから

わ
た
し
た
ち
の
ゆ
め
　
た
か
ら

　
私
の
夢
は
、
だ
れ
も
傷
つ
け
合
わ
ず
に
く
ら

す
、
平
和
な
世
界
だ
。
今
、
世
界
で
は
戦
争
が

起
き
て
い
る
。
そ
の
戦
争
は
、
た
く
さ
ん
の
尊

い
命
、
そ
し
て
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
夢
、
希

望
を
う
ば
っ
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
国
が
ち
が

っ
て
も
、
私
た
ち
は
同
じ
人
間
だ
。
な
ぜ
同
じ

人
間
同
士
で
傷
つ
け
合
い
、
う
ば
い
合
う
の
だ

ろ
う
。
そ
こ
ま
で
し
て
手
に
入
れ
た
い
も
の
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
は
み
ん
な
そ
ん
な
人

で
は
な
い
は
ず
だ
。
こ
ん
な
世
界
で
は
な
く
、

毎
日
が
平
和
な
世
界
に
す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
、

そ
れ
を
願
う
私
た
ち
こ
そ
が
宝
で
は
な
い
か
と

私
は
考
え
る
。か

な
え
た
い
夢

　
ぼ
く
は
、
天
気
や
星
、
月
が
好
き
で
、
空
に

関
係
の
あ
る
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
特
に
天
気
予
報
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り

ま
す
。
夏
休
み
に
、
気
象
庁
で
働
い
て
い
る
人

に
話
を
聞
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
行
き
、
天
気
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
興
味
が
わ
き
、
気
象

庁
で
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
気
予
報
を
作
り
、
台
風
や
大
雨
の
情
報
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
気
象
庁
だ
け
と
知
り
、

ま
す
ま
す
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
気
象
庁

で
働
く
た
め
に
、
理
科
の
勉
強
を
た
く
さ
ん
し

た
り
、
天
気
予
報
を
見
た
り
し
て
、
夢
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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千本小学校
６年

武武
むむ

藤藤
とうとう

　学
まな

樹
き

さん

開北小学校
６年
鎮
ちん

守
じゅ

　彩彩
ささ

良良
らら

さんさん

電子書籍・スマートフォンで議会だよりを御覧いただけます
＊電子書籍ポータルサイト「しずおかイーブックス」

＊モバイル端末用広報紙
　閲覧アプリ「マチイロ」

▲ iOS ▲ Android

議会だより
次回発行予定

令和８年２月 15日

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォン
トを採用しています。

　第四小学校の 6年生 69人が、校外学習の一環と
して９月 1日に本会議場を見学し、市議会につい
て学びました。
　普段は立ち入ることのできない議員席で、市議会
の仕組みや議員の仕事について職員から説明を受け
ると、子どもたちは熱心にメモを取っていました。
その後、議会の役割等に関する様々な質問がありま
した。

議場へようこそ！

小学生が議場を見学しました！

▲議場で質問し、熱心に説明を聞く子どもたち

・表紙写真は、編集委員会委員が撮影しています。
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